
日中指示詞の対照研究

一 “iぎ'が「コ・ソ・ア」系推鋼場可に1騎訳された例を中心として一

邸 麗君

1.は じめに

日本語の指示詞が「コ・ソ。ア」の3項 目であるのに対して、中国語の指示詞は

“速(zhё)/那 (na)"の 2項 目しかなく、一対一のように簡単に対応することができない。

しかし、日本語の指示詞に関する先行研究は膨大な蓄積があり、それに対し

て中国語の指示詞に対する先行研究は少なく、質量ともに日本語の指示詞に

及ぶところではない。それが原因か今まで日に触れる日中両言語の指示詞の

対照研究は、ほとんどが日本語の指示詞に着日して中国語の指示詞と対応し

ているかどうかを論じている。代表的な先行研究は木村 (1983、 1992)、 高麗

雅 (1986)、 路玉昌 (1999、 2000、 2001、 2006)、 史第 (2011、 2012)、 劉鵬 (2009、

2012)な どである。逆に中国語の指示詞から対応する状況を考察する研究は

稀である。

本稿では中国語の指示詞 “:i茎"が 日本語の「コ 。ソ・ア」系指示詞に翻訳

された場合に焦点をあて、指示用法の対応、指示詞の語形の統一、指示領域

の異同などの視点から考察する (紙幅の関係で中国語の指示詞 “那"は次回

論じることにする)。

2.研究方法

本論ではまず 日中対訳資料
(1)か ら中国語の指示詞“速"が 日本語の「コ・ソ・

ア」系指示詞に翻訳された例を抽出し、中国語の指示用法の
「回指」に重点を置き、

両言語の指示詞の類似点と相違点を検討する。また、“速"の指し示す対象によ

って大きく①「人・事物」②「場所」③「時間」④「修飾」の4つの枠組み

に分け、それぞれ “速 1"、 “速 2"、 “遠 3"、 “速 4''で示す。それらが日本

語の指示詞と対応する場合、文の構造 (指示詞の語形)。 指示機能
。意味の3
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つの側面から分析する。

3.中国語指示詞 “遠"の指示用法

中国語の指示詞に関する研究は日本語の指示詞の研究ほど盛んではない。

初期の研究はほぼ昌叔湘 (1985)に基づき、指示用法を分類しているが、最近

の研究では際玉浩 (2010)や、物玉蛉 (2010)② のような中国語の指示詞をさら

に細分しているものが現れている。

「回指」用法に関して、昌叔湘 (1985)は以下のように述べている。

“緊接上文,指示上文己悦或是『艮上文所悦有美的事物,速是回指用法 "

前文の後にあり、前文に述べていることや前文の内容と関わる事物を

指すのが『回指』の使い方である。

(昌叔湘1985:203、 日本語訳は邸による)

本稿では中国語の「回指 (anaphora)」 に焦点を当て、中国語の指示詞 “遠"

が日本語の「コ・ソ。ア」系指示詞と対応している場合、指示詞の語形、指

示用法、指示対象の類別、先行詞の有無、指示詞の文中に占める位置などを

含め、日中指示詞の構成と機能の異同から日中指示詞の対応条件を考察する。

4.用例の観察

調査した日中対訳資料では「回指」用法として用いられた “速"の用例は

6538例 で、そのうちで「コ・ソ・ア」系指示詞に翻訳された用例は3960例で

ある。“逮"については、「コ」系指示詞に翻訳された用例は2363例 、「ソ」系

指示詞に翻訳された用例は1433例、「ア」系指示詞に翻訳された用例は164例

である。この結果からすると、「回指」の “速"は「ソ・ア」系指示詞より「コ」

系指示詞と対応率が高いと考えられる。

また、“速 1"が 「コ・ソ・ア」系指示詞に訳された2314用例のうち、「コ」

系は1350例 (58%)、 「ソ」系は842例 (36%)、 「ア」系は122例 (約 6%)で

ある。“遠 2''が 「コ・ ソ・ア」系指示詞に翻訳された328用例のうち、「コ」
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系は288例 (88%)、 「ソ」系は32例 (10%)、 「ア」系指示詞は 8例 (2%)で

ある。“速 3"が 「コ・ ソ。ア」系指示詞に翻訳された522例のうち、「コ」系

は296例 (58%)、 「ソ」系は224例 (43%)、 「ア」系は 2例 (6%)で ある。

“遠 4"は「コ・ソ・ア」系指示詞に翻訳された796例のうちに、「コ」系は429

例 (54%)、 「ソ」系は335例 (42%)、 「ア」系は32例 (4%)である。この結

果から、人物や物事を指す “速 1"は場所や時間を指す指示詞より、日本語

の指示詞と対応する数が多いと考えられる。以下ではその代表的な例を示し

ながら分析する。

4.1 “速"⇔「コ」

“逮 3+会几/吋候/吋 "

(1)有吋候崩了半天杏元信息,但逐有一笙軽畑在抜火罐上升騰象統,好象

一介病人奄奄一息,好象一企病人只剰了一笙滸魂。1連堕姜巡氏救火心

切,地可以伏下身子,地可以一条腿脆地,地可以両条腿脆地,把嘴湊

近煤球炉的肛肝眼,嘆、嘆、嘆,連吹三口気。 《人形》

(1')懸命に扇ぎつづけてもおこる気配はなく、徴かな煙が立ち昇るだけの

こともある。虫の息の病人さながら、この世の名残に宙をさ迷う亡霊

さながらに……。こんな時、老母は火をおこそうと躍起になり口をコ

ンロの口にあてがってフー、フーと吹きたてる。ゆらゆらとたち昇っ

ていた薄煙が俄かに濃煙となり、目や鼻を刺激し、咳こんでしまう。

だが火はおこった。〔応報〕

中国語の時間を指す指示詞には、 ``遠会几/速吋候/遠吋"と “那会几/那吋

候/那吋"がある。朱徳熙 (1995:109)も 時間を指す指示詞を説明するため

に、 “逮会りL(zhё hul er)''、 ``那会ノL(na hul er)を 代表的な例として

取り上げ、「“速会几"は発話時を指し、また叙述中に言及した過去の一時点

を指すこともできるが、未来を指すことはできない。“那会几"は過去あるい

は未来の一時点を指し、発話時を指すことはできない。」と述べている。 (1)

の “速吋"は前文に書いてある火が弱くなって、消えそうになっているとこ
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ろを指している。ここで “速吋"は “那吋"と 取り換えることが不可能であ

る。語り手はビデオを再生しているように読み手に出来事を語っており、“那

吋"を使用すれば、焦点がずれてしまい、その生き生きとした場面が再現で

きない。 日本語の訳文では「こんな時」に訳され、著者と訳者が同じ視点か

ら出来事を述べ、本当の出来事の時制を気にせず、生き生きとした表現をす

るため、文脈指示用法の近称の「コ」系指示詞を用いている。

“逮 3"+N

(2)什久事呵?就是到げ上食堂吃晩仮―孟存在四号宙口美仮明F。 吃完了晩

仮,心神不定地在山谷里斡悠了好久,10点多仲,又逃食堂吃了一頓夜

宵,一也就是悦,速
=禾
,他吃了四頓仮。 《丹》

(2')何の用かって ?炭鉱の食堂で夕飯を食べることだ一孟荏が四番窓口に

出ているのだ。夕飯をすましたあともなんだか心が落ち着かず、丘や谷

を長い時間かけてぶらつき、十時過ぎにまた食堂に戻って夜食を食ベ

た。つまり、この日、彼は一日に四回食事をしたのである 〔鳳〕

(2)の “速一天"は前文に先行詞がないが、前文をカットするといつのこ

とを指しているかが不明である。よつて、“遠一天"は前文に書かれている出

来事の時間を指し示している。本来「“逮"+N(“一天 ")」 は現在あるいは、

発話の時間を指すことが多いが、 (2)の “逮一天"は (1)の “逮吋"と類

似して、前文の内容を指し示し、過去や現在を表すより聞き手に臨場感を感

じさせ、近称指示の “速''を選んでいるとわかる。訳文では同じく近称指示

の「コ」系指示詞に訳されている。また、指示詞の構成からみると、 (2)の

“遠一天"は 「“速"+N(“ 一天 ")」 であり、 (2')の 「この日」は「コノ+

N(日 )」 になっているため、両方とも「Dem+N」 の形になり、指示詞の形

式から指示用法まで対応していると言える。
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4。 2 “遠"⇔ 「ソ」

“速 2+里/辺/几 "

(3)妨妨的花析行走到蛤蝶坑被劫的事,在我的家族的侍悦中占有一企塁要

的位置。蛤蝶坑是大注子里的大注子,土壌尤其肥沃,水分尤其充足 ,

高梁尤其茂密。妨妨的花析行到奎撃旦,木北天空科着一介血鉦的内屯,

一道残快的杏黄色田光,炊波云中,噺叫着射向道路。 《笙》

(3')祖母の嫁入り輿が蛤摸坑で追いはぎに襲われたことは、わが家族の言

い伝えのなかでも重要な位置を占める。蛤蝶坑はとびきり広い平地で

あり、土壌はとくに肥え、水にも恵まれ、高梁がよく育った。祖母の輿

がそこにさしかかったとき、東北の空にまっ赤な稲妻が走り、オレン

ジ色の欠けた日の光が一筋、濃い雲のなかからうなりをあげて道へ射

してきた。 〔高梁〕

日中対訳作品を調査した例では場所を指し示す “逮"は 「ソ」系指示詞と

対応する例が極めて少なく、あってもほとんど全部地の文である。また、例

の多くは (3)の “遠里"のような決まった名詞 “逮里/遠辺/遠几"で場所を

指し示す例で「 “速"+N」 の形になっている。 (3)の登場人物の孫は語り

手として語っている。過去のことであるが、前文の描写 “土壊尤其肥沃,水

分尤其充足,高梁尤其茂密 (土壌はとくに肥え、水にも恵まれ、高梁がよく育

つ)"か ら見ると、語 り手はビデオで再生するように生き生きと場面を再現し

ている。それと合わせるため、指示詞 “速里"を用いていると考えられる。

ここでは “那里"と 入れ替えられない。他方、(3')のテンスが全て過去形で

あることからみると、訳者は日の前に事件を起きているように語っておらず、

ただ過去のことを述べているだけだということがわかる。よって、訳文では

「コ」系指示詞ではなく、「そこ」に訳されている。 (3)の “逮里"は “蛤

媒坑"を指し示し、「回指」用法に当て嵌まる。訳文 (3')では「そこ」に

訳され、前方照応指示として用いられているため、(3)の “遠里"と (3')の

「そこ」は指示用法が対応 していると判断できる。
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“速 3"+(NmCL)+N

(4)“我家里的地娘家,有介疲子 ,疲得瞑晩,好得也瞑晩。"飽彦山悦 ,“不

知急久就疲了,痕了有十几年,(中略)同他是急久職 !他什仏也不知道 ,

二十多年就像是睡辻来似的。"《飽》

(4')「 うちの女房の実家にもひとり気狂いがおったが、気のふれ方も妙な

具合なら、治ったのも妙なきっかけだった」飽彦山が口をはさんだ。(中

略)ど うしたんだと訊いても、当人は何も覚えとらん。その土数生間、

ずっと眠っていたみたいだとさ」〔胞〕

(5)党 民弟兄午后到学校去。学校里已径上深了,但是教員中靖俄的却有几

介,学生也比平吋少了三分之一。他イl]塗禾没有深,在学校里停留一些

吋候,便回家了。 《家》

(5')覚民兄弟は午後学校へ行ってみたが、もう授業ははじまっていた。し

かし休暇をとつている教師たちもかなりあったし、学生はいつもの三

分の一だった。彼らは,そ 2旦は授業がなかったので、学校にしばらくい

て帰ってきた。〔家〕

(4)の “遠十多年"は前文の “疲了有十几年"を指し示し、訳文では「そ

の十数年」に訳されている。 (5)の “遠天"は「 “遠"十 N」 の構成で “速日

/逮月/遠年"と 同じく、時間を指し示す。前文には先行詞がないが、前文の

意味から一日のことだということがわかり、文脈には一貫性があるため、

“遠"の 「回指」用法に当て嵌まる。訳文では「その日」に訳され、「ソノ十

N」 の形になる。

物玉浩 (2010)に よれば、中国語の時間を示す指示詞 “遠吋 (zhё shi)''

と “那吋 (nd shl)''は両方とも前文に現れた過去の時間を指すことができ

る。 しかし、 “遠吋"は 「回指」として過去や現在など時間を指し示すが、

“那吋"は指し示さない。それに対して “那吋"は「回指」として将来の時間

を指すが “遠吋"は指さないと論述している。よって、 (4)と (5)の “遠…"

の用法は、物玉浩 (2010)が述べている時間を表す中国語の指示詞の用法の

意味の範疇に合致している。つまり「“遠"+時間表現」は指示と代替機能
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があり、現在と過去の時間を指すことができる。 「“那"+時間表現」も同

じく指示と代替機能を備え、過去と未来を指すことができる。

中国語の指示詞 「“逮"+時間表現」と「“那"+時間表現」は両方とも

過去を表すことができるので、本来 (4)の “速十多年"は “那十多年"と 、(5)

の “逮天"は ``那 天"を入れ替えることができる。しかし、 (4)、 (5)の話

し手が過去に戻り、時間を表すより臨場感を重視し、「“逮"+時間表現」

のほうが、過去という時間を示すのに重点を置く「“那"+時間表現」より

生き生きとしている場面を表現できると判断し、 “遠 "を選んだのだろう。

一方、訳文 (4')、 (5')の文中の過去形から見ると、記憶に貯蔵している情

報を引き出すという形で語っているとわかる。そのため、過去の時間を重ん

じ、中称指示の「ソ」系指示詞に翻訳されていると考えられる。これは時間

を指し示す場合、 “逮 "と 日本語の「コ」系指示詞が対応しておらず、「ソ」

系指示詞と対応 していることが原因だろう。

4。 3 “速"⇔「ア」

“遠 1''+(NuttCL)+N/W

(6)“娼娼,清祢原涼我。我再也不悦曇 了。今天不知道急久,我心里

又煩又乱,只想友火。"《飽》

(6')「お母さん、ごめんなさい。三度とあんなこと言わない。きょうはどう

してか分からないけど、いらいらして、すぐかっとなってしまうの」

〔飽〕

(6)の “遠些活 (こんな話)''は 「“速"+NumCL+N」 の形で、話し手が

母親に話したことを指し、 (6)の指示詞 “速"と不定数量詞 “些''と 共に使

用して、二つ以上の人物・事物など複数を示している。(6)では話し手が母親

にさきほど話した話と類似している言葉もこれから一切発言しないというこ

とを表している。訳文では「あんなこと」に訳され、数量詞を訳さず、単数

か複数かを示していない。ここで注目しておきたいのは、“遠"が「ア」系指

示詞に訳された例においては (6)のような会話文が地の文より多いことであ
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る。庵他 (2001:5)には「文章における文脈指示ではアは使われない」とあ

るが、これは今回調べた結果とほぼ合致している。聞き手と話し手が存在す

る会話なら、聞き手と話し手が共有している情報、話し手の特定的な体験な

どは「ア」系指示詞を用いるからである。(6')の「あんなこと」は話し手と

聞き手 (母親)が両方共有していることであるため、「ア」系指示詞に訳され

ており、さきほど娘が母親に対して話した内容を指しているため、(6)の “速

些活"と (6')の 「あんなこと」が対応している。(6)の場合 “那些活"も使

用できるが、話したばかりの内容に関しては“遠"のほうがよく用いられる。

ここで日本語と中国語指示詞のずれが見られる。中国語では指示詞を使用す

る場合、距離と時制を優先するが、日本語の場合、遠近や過去、未来、現在

を配慮しながら、話し手と聞き手の領域を重視している。 (6)の ような話し

手と聞き手双方の領域に共存する知識なら、必ず「ア」系指示詞を用いる。

(7)``陶阿毛急久祥?遠介人机貝,能干,勇敢,就是喜欧喝遠久両杯,給

他丙瓶酒,要他倣吟就倣嗜。''《上海》

(7')「陶阿毛はいかがでしょう?との男は、すばしっこくて、やり手で、

度胸があって、二二杯ひっかけるほうは目がありませんから、酒の

二三本もやれば、こちらでやれということは、なんでもやります」

〔上海〕

(7)の “遠介人"は 「陶阿毛」を指し、「“逮"+Nu“L+N」 の形だが、
“速介人"の “今"は単数を示す数量詞なので、指示対象を立てる効果がある。

訳文では「あの男」に訳され、数量詞は訳されていない。

(7)の前文 “陶阿毛急久祥?(陶阿毛はいかがでしよう?)''と いう発話
から、聞き手も「陶阿毛」を知つているという情報が確定できる。中国語で

は「回指」用法の指示詞 “速"を用いるが、日本語の訳文では原文と同じよ

うに前文の「陶阿毛」を指している前方照応指示の「あの」を用いる。話し

手と聞き手の共通情報ならば、日本語では特に会話文なら「ア」系指示詞が

用いられる。仮に前の文が “陶阿毛弥決惧喝 (陶阿毛は知っている?)''に
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変われば、訳文では「あの男」ではなく、「その男」に訳される。このように

基本的に、会話では聞き手の知らない場合、「ソ」系指示詞を使用する (3)。

それは金水他 (1989:38)と 高革洋 (2002:133)が述べている例と合致して

いる(4)。

“速2"+(NmCL)+N/DP

(8)“我忘氾告訴体一件事,"婉小姐~りi左栓木西,一辺悦, ``前天朱党新

来悦起具西街①,竪:塞:祥茂友余貨店,上一市倣的太杯了,几企股木彼此

都有閑活,同的不大好看。我個逐有千把決銭存在②塑堕董二里呪,逐是

越早没法提了出来暑,明天弥就去。"《霜》

(8')「忘れるところだつたわ」彼女は化粧品を択びながらいった。「おと

とい朱競新さんから聞いたんだけど、西通りの祥茂発ね、①あそ二が

この前の決算でだいぶ赤字を出したんですつて。出資者たちが大騒ぎ

らしいわ。それで、うちでも②あそこにまだ千いくらか貸しが残って

いたでしょう、早いとこ引きあげた方がいいようだから、あした行っ

てきてくださらない」 〔霜〕

(9)“ 峨,原来祥茂友≧
=塞
老_店也皐不住了,''和光不腔感慨地悦, “只

是伐進好呪?"《霜》

(9')「へえ、あんな老舗までがねえ」和光は感慨深げにいつた。「で、誰

のところに行ったらいいの」 〔霜〕

(8)と (9)の話し手と聞き手は同じ人物であり、二人とも現場にいて同じ話

題をめぐって会話しているため、話の内容が繋がつている。話し手が言い出

した「西通りの祥茂発」は聞き手も知っている店である。よって、(8')の①、

②と (9')で は「ア」系指示詞を用い、それぞれ「あそこ」と「あんな」に

訳されている。ここで (8)の①の指示対象は話し手の直前の発話にあるが、

(9)の指示対象は相手の発話にあることに注目すべきである。(8)で話し手が

初めて「西通りの祥茂発」を言及する場合、指示詞 “那"を用いて① “那.家

祥茂友余貨店"と表している。二回目に「西通りの祥茂発」言及する場合、
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指示詞 “速"を用いて② “速鋪子"で表している。これに対して、日本語の

訳文ではすべて「あそこ」に訳されている。(8)の内容からみると、話し手は

最初に記憶に蓄えている情報 “那家祥茂友余貨店"を思い出したが、まだ自

分と関わりがないため、心理的な距離が遠いわけである。そのため遠称指示

の “那"で示す。しかし、会話が進むにつれて、話し手は自分が「西通りの

祥茂発」にお金を預けていることを表明し、本来関係がない場所 (西通りの

祥茂発)は利益と結びついている所として登場する。そのため二回目の登場

は話し手にとって、心理的に距離が近くなり、近称指示の“速"で指し示す。

日本語の訳文 (8')で は中国語文 (8)のような心理的な変化に伴う、遠称指示

詞から近称指示詞への移行はなく、文の始めから終わりまで、話し手と聞き

手が両方とも知つている情報なら、「ア」系指示詞という基準で指示詞を用

いる。(9)の “速一家"も同じく、訳文「あんな老舗」は、訳者が偶然に「ア」

系指示詞を使用しているのではなく、中日指示詞の選択基準が異なるとわか

る。

5。 まとめ

本論では文脈指示として使用されている “ii,"の 「回指」用法について、

日本語の「コ・ ソ・ア」系指示詞との対応状況を考察してきた。結果は以下

の通りである。

①「回指」用法の “逮"は 「コ」、「ソ」、「ア」系 3つ とも対応できること

が明らかになった。以下に示したようになる。

回指 “遠"｀ 「コ」系指示詞 (地の文と会話文)

＼
二
「ソ」系指示詞 (地の文と会話文)
~「
ア」系指示詞 (会話文)

②「回指」の “遠/那"が 「コ」「ソ」系指示詞と対応している要因は、原

文の著者と日本語訳の訳者が同じ視点で物事を述べているかどうかで

ある。たとえ過去の出来事であっても、より聞き手に臨場感を持たせる

ために、近称指示の “逮"を過去の時間として表す場合がある。それと
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同様に、訳者も翻訳では近称指示の指示詞を用いることができる。

③ 今回の調査資料では「回指」用法の “速"は「ア」系指示詞に訳された

例が極めて少なく164例のみ (「コ」系指示詞は2363例、「ソ」系指示詞

は1433例 )である。そのうちでも場所と時間を指す例が最も少なく8例

と2例のみであり、そのほとんどが人と物事を指し示す例である。こ

こで注目しておきたいのは、 ``遠"が「ア」系指示詞に訳された例はほ

ぼ会話文であることだ。聞き手と話し手が存在する会話なら、聞き手

と話し手が共有している知識や情報など「ア」系指示詞が用いられるこ

とが多いと推測できる。それは庵他 (2001)が 述べているように「文章

における文脈指示ではアは使われない」ということを裏付けている。

④中国語文では、話し手が長期記憶に蓄えている情報を思い出す場合は遠

称の “那"、 話し手自身と関わっていないことなど、心理的な距離が遠

い場合も遠称の “那"を用いる。しかし、会話の内容を変えていくうち

に、本来話し手に関係がない人物や事柄などが、話し手の利益と結びつ

くようになる場合、さきほど “那"で指していたものは、話し手に心理

的な距離が近くなるため、近称指示詞 “速"で指し示す。一方、日本語

文では中国語文のような心理的な変化につれて、遠称指示詞から近称指

示詞に変わることがなく、文の始めから終わりまで、話し手と聞き手が

両方とも知っている情報なら、「ア」系指示詞という基準で指示詞を用

いる。
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注

(1)【 日中対訳作品のリスト】

(2)物玉蛉 (2010)は “速/那 "の用法を 【表 1】 に示す 2種 6類に分類している。まず、「実指」

と「虚指」に三分するが、前者が指すものは実体的、すなわち実指的である。後者が指すもの

は非実体的、すなわち虚指的である。また、「実指」を、指示詞が指し示す対象はその文に存

在せず談話の現場などにある「外指」と、前文あるいは後文にある「内指」に分けている。後者

はさらに「回指」と「予指」に細分されている。「回指」は、指示詞が指し示す対象が前文にあり、

“速"あるいは “那"は指示対象の後ろにある。「予指」は、指示詞が指し示す対象が後ろの文

にあり、“速"あるいは “那"は指示対象の前に使われているとの区別がある。「虚指」は「汎

指」と「接続詞」に二分され、前者は具体的に会話や文章にある特定対象を指し示すのではな

く、およそのことを指す。例えば、「夫妻憫整天就是送祥,塗企回来型企走 (ある夫婦は毎日の

ようにこの人が帰れば、あの人が出かける)(作例)」の中の “送企'' “那企"とは夫と妻どちら

を指しているかはっきりしていないが、その夫婦のどちらかを指しているという用法で、「汎指」

である。以下の表は物玉蛉 (2010)の中国語指示詞 “遮/那"の指示用法分類表である。
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【表 1】 物玉蛉(2010)の “速/那"の分類

外指

実指

“逮/那"の用法 内指

予指

虚指

接続詞

(物玉蛉2010:25を 一部修正)

(3)金水敏では、「ア」系指示詞ついては以下のように述べている。

文脈指示のアで指し示せるのは、自分と相手とが、共通の過去の体験の中で出会って

知っている物事 (人 。もの 。事柄・場所・時間…)である。

「大学院生の、木村さんをご存じですよね」。

「ええ、知っています。あの本とは、10年以上の友達です」。 (金水他1989:80)

(4)高革洋 (2002:175)は中国人学習者のアンケート調査を行った。以下の例は実際にア

ンケート用紙に記載された例である。

甲 :山本さんを知っていますか。

乙:もちろん知っていますよ。(この。その。

`22)人

とは十年の友達ですよ。
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